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緩和・適応分野

パルシステム生活協同組合連合会

【住所】〒169-8527 新宿区大久保 2-2-6 ラクアス東新宿　 【TEL】03-6233-7200
【URL】https://www.pal.or.jp

活動の目的・ビジョン 

「心豊かなくらしと共生の社会を創ります」を基本理念とし1
都11県で活動する生協パルシステムは、発足以来40年にわた
る「産直」の活動を通じ、農業の生産性と自然環境の調和をめ
ざした「環境保全型農業」を推進し、生産者と消費者の「顔の見
える」関係を築いてきました。

パルシステムの「産直」は安全・安心な食べ物を経済的に調達
する手段にとどまらず「つくる人」と「食べる人」がともに健康で
安心なくらしを実現するため、交流を通して理解し合い、利益
もリスクも分かち合える関係を築くことを大切に、豊かな地域
社会をつくることを目的としています。

2012年に「エネルギー政策」を制定し、2016年10月から再
生可能エネルギー源中心の電力「パルシステムでんき」の供給事
業を開始しました。消費者の主体的な選択による持続可能な社
会づくりを目指すパルシステムでは、消費者がエネルギーを選
択できる社会をつくるために、子会社「パルシステム電力」を通
じ、再生可能エネルギー100％の電力供給事業を追求しています。消費者の間に再生可能エネルギーを支持し選択する動きを
広げることで、CO2 排出量を削減し地球温暖化防止に寄与したいと考えています。

一方で、電力の多くは作り手が見えず、消費者はその選択の際に価格以外の違いを見出すことが困難です。そこでパルシステ
ムでは、長年培ってきた「産直」の手法を用い、電力の作り手の「見える化」を進めてきました。

環境保全型農業（米や野菜、畜肉等の生産）を営む生産者が、地域の資源を有効活用して発電し、「顔の見える」エネルギーを
供給しています。消費者一人ひとりが農産物と同様に電力もその生産方法を知った上で「選ぶ」ことで、生産者、消費者双方に
とっての将来のくらしと環境が守られていくことを組合員に呼び掛け、「発電産地（電力生産者）」「組合員」「生協」が協力して再生
可能エネルギーの普及を進めています。

2020年3月末時点で契約保有件数は32,000件に達し、契約発電所数62箇所、再生可能エネルギー源の電力比率は
72.3％（2019年度実績）となりました。

供給する電力は「誰が・どこで・どのように」つくったかにこだわっています。発電産地の契約にあたって優先すべき考え方として、
①発電方法、発電設備、発電実績や燃料などの履歴や残渣の行方が明確であること、②環境保全・資源循環型など持続可能
な共生の地域づくりを目指していること、③組合員と交流ができることを定めています。

発電方式の一例として、鶏糞を使用したバイオマス発電、原木しいたけの圃場を利用した太陽光発電、農業用水路を活用し
た水力発電などがあります。各地域の資源を活用したエネルギー供給を行うことで、地域に雇用や利益を還元し、地域と組合
員との間の持続可能な共生の関係構築を目指しています。

また、組合員が支払う毎月の電気料金（基本料金）の中に含まれる「発電産地応援金」（100円）を発電産地にお送りしており、
組合員や生協役職員を対象とした学習会、発電産地研修、発電産地交流会、発電産地ツアー等には延べ3,415名が参加する
など、発電産地との交流と取り組みへの理解を深めています。

パルシステムでは、これまでも「くらし」と「環境」「社会」とのかかわりについて生産者と消費者がともに考え、異なる立場にあ
る人が相互に理解し合い、視野を広げていけるよう活動を展開してきました。エネルギーにおいても、再生可能エネルギーの発
電に取り組む「発電産地」と、エシカル消費を求める「組合員」、そして「生協」が協力し、消費者の力による持続可能な社会の実
現を目指し、再生可能エネルギーの普及活動を進めていきます。

「産直」手法を活用した「顔の見える」再生可能エネルギー普及活動

発電産地ツアー「森のソーラー」（茨城県）


